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平成２６年８月大和市教育委員会定例会 

 

○平成２６年８月２０日（水曜日） 

○出席委員（４名） 

 １番 委員長職務代理者   鈴 木 勝 雄 

 ２番 委      員   石 川 創 一 

 ４番 委      員   篠 田 優 里 

 ５番 委  員  長   青 蔭 文 雄 

 

○事務局出席者 

教 育 部 長 

（ 教 育 長 

職務代理者） 

坂 本 滝 男 こ ども 部長 小 山 郁 夫 

文化スポーツ 

部 長 
金 子 正 美 教育総務課長 齋 藤 園 子 

学校教育課長 犬 塚 克 徳 保健給食課長 斎 藤 喜久夫 

指 導 室 長 久津間   仁 教育研究所長 深 谷 美 紀 

青 少 年 

相 談 室 長 
沼 尻   港 

こ ど も ・ 

青 少年 課長 
村 澤 正 弘 

文化振興課長 秋 山 伸 一 
生 涯 学 習 

センター館長 
山 崎   浩 

図 書 館 長 桜 井 真 澄   

○書  記 

教育総務課 

政 策 調 整 

担 当 係 長 

飛 田 幸 人 

教 育総 務課 

政 策 調 整 

担 当 主 査 

瀬 古 直 之 

 

○日  程 

 １ 開   会 

 ２ 会議時間の決定 

 ３ 前会会議録の承認 

 ４ 会議録署名委員の決定 

 ５ 教育長職務代理者の報告 

 ６ 議   事 

   日程第 １（議案第39号）   教育に関する事務の管理及び執行の状況の点

検及び評価について 

   日程第 ２（議案第40号）   平成25年度大和市教育費決算について 

   日程第 ３（議案第41号）   平成26年度大和市教育費補正予算案について 

   日程第 ４（議案第42号）   物品購入契約の締結について 

   日程第 ５（報告第２号）   大和市教育委員会職員の人事異動について 

 ７ そ の 他 

 ８ 閉   会 
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  開会 午前１０時００分 

○青 蔭 

 委員長 

  ただいまから、教育委員会８月定例会を開会いたします。 

 会議時間は１３時までといたします。 

 今回の署名委員は、２番石川委員、４番篠田委員、それぞれよろしく

お願いします。 

 続きまして、教育長職務代理者の報告を求めます。 

○坂 本 

 教育部長 

 （教育長 

 職務代理者） 

  前回の定例会、７月３１日から昨日８月１９日までの主な出来事を報

告させていただきます。 

 ８月６日に教育委員会において職員に対しての処分を行い、同日記者

発表を行っております。 

 それに対しての苦情等の受付状況について報告いたします。 

 ８月７日木曜日、電話が７件ございました。内容については資料のと

おりです。さらにＦＡＱを通じての苦情が１件ございました。ＦＡＱに

つきましては、大和市のホームページを通じて、市役所の各課に簡単に

問い合わせができる制度です。 

 ８月８日金曜日、電話が１件ございました。内容は、資料のとおりで

す。 

 ８月１１日月曜日、その他といたしまして、はがきによる問い合わせ

が１件ございました。前回の定例会から昨日までの主な出来事といたし

ましては、以上です。 

○青 蔭 

 委員長 

  ただいま教育長職務代理者の報告が終わりました。 

質疑等ございませんか。 

○鈴 木 

 委 員 

  今回の処分に対する苦情等の受付状況を見ますと、組織改革を実行す

べきとか、再発防止の仕組みを設けるべきといったご意見がいくつかご

ざいました。私としましては、今後、教育委員会の運営の見直しについ

て考えていく必要があると思っております。 

 特に、今年の２月の臨時会でも申しましたとおり、目安箱等の設置な

ど、開かれた、顔の見える教育委員会にしていきたいと思います。 

○石 川   今回、こういうことが起きてしまったことを、しっかりとチェック
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 委 員 し、総括をしていかなければいけないと思います。何がまずかったのか

をはっきりさせた上で、次に進んでいくことが大事だと思います。 

 来年には制度が変わり、教育長が委員長を兼ねることになります。教

育長が大きな権限を持つことになりますので、もし今回のような状況に

なったときに、実態が明確にならない可能性があると思っています。 

 そういう意味でも、やはり今回の件を総括し、その対応をしていく必

要があると思います。 

○青 蔭 

 委員長 

  そうですね。それは大事なことだと思います。 

○篠 田 

 委 員 

  私も同様に、二度と同じことを起こしてはいけませんので、しっかり

とした仕組みを作らなければいけないと思っております。それは必須だ

と思っております。 

 教育は、児童生徒のことを一番に考えなくてはいけません。その意味

でも、子供たちに恥ずかしくない体制でなければいけないと思っており

ます。 

 今回の調査や多くの資料で、現状に至るまでの多くのことが浮かび上

がってまいりました。このことに限らず、関連する他の課題があるなら

ば、今後きちんと正していく必要があると思っています。教育委員会と

しても、あるべき姿をしっかり考えなくてはいけないと考えます。 

○青 蔭 

 委員長 

  人間である以上、失敗は必ずどこかで起きるのですが、その失敗した

後、二度と同じことを繰り返してはいけないと思います。 

 私たちが教育委員に籍を置く根底の部分を再確認いたしまして、細か

いところから大きなところまで、私たちが改革できること、課題となっ

ているところを、もう一度見つめ直していきたいと思います。しっかり

とした形で次の方にバトンタッチをするためにも、もう少し時間をかけ

まして、委員のご意見を伺っていきたいと思っております。 

篠田委員がおっしゃったとおり、私たちは子供たちのことを考えなけ

ればなりません。大和を巣立った子供たちが、成年になって大和に帰っ

てきて、大和のまちの宝となってもらわなければいけません。その子供

たちに対して、胸を張って、こういう指針を持って教育委員会が変わっ
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たということを、さまざまな機会を通じて、発表していけるようにした

いと思います。 

そのために、学校側と教育委員の関係が少し離れてしまっているとこ

ろがありますので、ぜひ関係を近づけまして、共に汗を流していける組

織作りをしたいと思っております。委員の方々からは、またご意見等を

いただきたいと思います。 

 この件につきましては、少し時間をかけて、協議をしていきたいと思

っておりますが、よろしいでしょうか。 

○石 川 

 委 員 

  先ほども申し上げたように、今回の総括をしっかりとした上で、具体

的な対策の話を進めていかなければいけないと思います。また、別な機

会を設けて議論をした方がいいと思いますので、今、委員長がおっしゃ

ったとおりでよろしいかと思います。 

○青 蔭 

 委員長 

  それでは、よろしくお願いします。 

 よろしいでしょうか。 

 他にないようですので、教育長職務代理者の報告に対する質疑を終了

いたします。 

   

◎議  事 

 

○青 蔭 

 委員長 

  それでは、議事に入ります。 

 日程第１（議案第３９号）「教育に関する事務の管理及び執行の状況

の点検及び評価について」を議題といたします。 

 細部説明を求めます。まず総括部分について、細部説明求めます。齋

藤教育総務課長。 

○齋 藤 

 教育総務 

 課 長 

  教育委員会の自己点検・評価は、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律により、教育に関する事務の管理、執行の状況を教育委員会が自

ら点検・評価することとされており、これに基づきまして、平成２０年

から実施しているものでございます。 

 自己点検・評価の基本的な考え方や点検・評価の方法でございます

が、基本的な内容は、昨年と同様でございます。学校教育基本計画及び
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生涯学習推進計画では、成果を計る主な指標を活用して進行管理を行う

こととしております。達成度の判断根拠の一つとして、平成２５年度の

実績値を踏まえて評価を行いますが、数値化した指標だけでは捉えきれ

ない面もございますので、その他の状況説明なども加えて、総体的に評

価を行っております。 

 冊子には、計画の施策体系及び教育委員の平成２５年度の活動状況に

ついても掲載しております。 

 本日の内容につきましては、先の８月６日、７日の教育委員会協議会

におきまして、学識経験者からいただいたご意見や、それらを踏まえた

委員の皆様のご意見をもとに、記述の追加や整理、達成度の修正等を行

っております。 

 なお、教育委員会の点検・評価報告書につきましては、先ほどの法律

に基づきまして、市議会９月定例会の初日であります８月２９日に議員

全員に配布するとともに、ホームページ上でも公開いたします。 

○青 蔭 

 委員長 

  総括部分についての細部説明が終わりました。質疑、ご意見等がござ

いましたら、よろしくお願いします。 

 よろしいでしょうか。 

 続きまして、学校教育基本計画分野について、細部説明を求めます。

齋藤教育総務課長。 

○齋 藤 

 教育総務 

 課 長 

  全体を通じまして、学識経験者からは、内容が充実してきている事業

についてもＢ評価としているが、Ａ評価につながるものであるというご

意見をいただきました。本日お示しした案では、達成度の見直しは行っ

ておりませんが、若干、説明を分かりやすくするなどの修正を行ってお

ります。 

 それでは、基本目標１「夢や目標に向かってたくましく生きる子ども

を育てます」の点検・評価です。 

 施策の方向１－１から１－６の達成度につきましては、１－５を除き

Ｂ評価としております。 

 施策の方向１－１では、多くの専門職を積極的に登用していることを

評価いただきましたが、質的な連携という課題を指摘されております。 
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 施策の方向１－５では、専門職と学校が有効に連携をし、読む力、書

く力を重視し、素地を作っていくという、本市の特徴的な施策として高

い評価をいただきＡ評価としました。 

 基本目標１の総合評価は、おおむね目標とした成果が得られたことか

らＢ評価としましたが、「多様な職種の連携が今後の鍵となる」という

ご指摘をいただき、そのことを加えて記述を修正しております。 

 続いて、基本目標２「創意に満ち、活力ある学校づくりを進めます」

です。 

 施策の方向２－１から２－５までは、修正はございません。施策の方

向２－６の今後の課題の中で、コンピュータの適正な配置は教職員が子

供に向き合う時間の確保につながるという点を分かりやすくするために

修正を加えております。 

 基本目標２の総合評価といたしましては、おおむね目標どおりの成果

が得られたとして、Ｂ評価といたしました。 

 次に、基本目標３「家庭との連携を充実し、生きる力の基礎をはぐく

みます」です。 

 施策の方向３－１、３－２ともに成果指標は期待されたとおりの結果

となっています。施策の達成度もそれぞれＢ評価としておりまして、修

正はございません。 

 次に、基本目標４「地域の力を生かした活動を充実し、生きる力をは

ぐくみます」です。 

 施策の方向４－２で、成果指標の実績値が下がっております。入試制

度の変更という結論で終わることなく、なぜボランティアが必要なの

か、なぜボランティアをした方がよいのかということに視点が向けられ

る指導をしていくこと、募集方法の見直しなどの発信をしていくことと

しており、実績値は下がっておりますが、Ｂ評価としております。 

 基本目標４の総合評価ですが、ボランティアの協力の定着など、一定

の成果はございますけれども、地域差もあり、全体の底上げも必要とな

っていることからＢ評価といたしました。 

○青 蔭   ただいま細部説明終わりました。質疑、ご意見等ございましたら、よ
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 委員長 ろしくお願いします。 

 学識経験者の加藤先生は、子供たちに向ける時間を作るために、教職

員の多忙感の解消が必要であると繰り返しおっしゃっていました。それ

を踏まえて文言の整理などを行ったということです。 

 いかがでしょうか。 

○石 川 

 委 員 

  全体を通してよろしいですか。 

○青 蔭 

 委員長 

  基本目標１からまいりましょうか。 

 今回、読書活動が非常に充実したということで、Ａの評価としてお

り、学識経験者からも評価をいただいております。大和市の重点施策と

して取り組んでいることについて評価をいただいたということです。他

はＢ評価としております。これについても協議会で達成度の確認をした

とおりです。 

○篠 田 

 委 員 

  昨年度から、協議会に学識経験者をお招きすることで、いろいろなご

意見を伺うことができ、有意義な協議が行えるようになりました。今回

も学識経験者の貴重なご意見を聞くことができて、とてもよかったと思

っております。 

 その中で、評価をＡからＣの三段階として、Ｂ評価であれば期待され

た結果が表れており、さらに期待を上回る結果が出ていればＡ評価とし

ていることについて、学識経験者からは、なかなかＡ評価にすることが

難しいのではないかとのご意見をいただきました。たくさんの事業や対

策を展開していても、この評価基準だとそれを評価するのが難しいので

はないか、かなり厳しくつけていると思われるとのご意見をいただいて

おります。そのような中で、施策の方向１―５の読書活動に関しては、

やはりたくさんの取り組みをしていることや、スーパーバイザーと司書

の連携がしっかりとれて、特に小学校では、スーパーバイザーの助言の

もとで学習センターとしての図書室が有効に活用されているという結果

も踏まえて、Ａ評価でいいのではないかと感じております。 

○石 川 

 委 員 

  協議会で議論をしておりますので、この評価については、全く問題は

ないと思います。読書活動については、成果も上がっていますので、Ａ
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評価にして当然だと思っております。 

 それから、やはりこの成果を計る主な指標については、見直した方が

いい部分が幾つかあるのではないかと思っております。 

 例えば、「教員が子どもに向き合える環境づくりに努めます」という

施策の方向については、教職員の健康診断・人間ドック受診率が上がっ

たから向き合える環境が作れたかというと、そうとも言い切れないので

はないかと思います。もちろん、これだけで評価するわけではありませ

んが、その辺りは、もう少し考える必要があると思います。数字がひと

り歩きするような部分が出ていると思いますので、来年度以降、考えて

いく必要があると思います。 

他に、３－１で「学校ホームページの活用を促進する体制の構築が課

題になっています」という文言がありますが、これについては、課題を

解決するべく何らかの対応をする必要があると思います。例えば、コン

ピュータの専門職員を各学校に１人とは言いませんが、ブロックに１人

程度配置するといったことが、今後は必要になると思います。 

 また、今回スクールソーシャルワーカーの行動についての問題が明ら

かになりましたが、スクールソーシャルワーカーを活用すること自体

は、とても大事なことで、進めていかなければいけないことです。その

ことは、お互いに認識をしておかなければいけないと思います。 

○鈴 木 

 委 員 

  関連して、常に申し上げていますが、開かれた学校運営や保護者との

連携を深めるという意味で、ホームページを活用することは大事なこと

だと思います。教職員も多忙かと思いますが、更新をして、新しい情報

を発信するようにお願いしたいと思います。 

○青 蔭 

 委員長 

  それぞれの達成度についてはいかがでしょうか。Ａ評価とするのは、

よっぽどのことですので、全体的にＢ評価としております。引き続き、

努力をしていくということかと思います。 

○石 川 

 委 員 

  学識経験者の加藤先生から評価の基準についてお話がありました。３

段階評価で、Ｂ評価は期待された結果が得られているということですか

ら、全体としてＢ評価でいいのですが、これをホームページなどで公表

しますと、一般的には、達成していないと捉えられる可能性がありま
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す。この表現については、少し考えた方がいいのではないかと思いま

す。 

このような評価基準と決めていますので、これはこれでいいのです

が、一般的には 達成したらＡ評価でいいのではないかと思います。 

○青 蔭 

 委員長 

  各部署で頑張っていますので、Ｂ評価についてはある程度は結果が出

ていると考えていますが、石川委員のおっしゃるように、外へ出ます

と、３段階のうちのＢというのは、やや低い評価という印象を受けます

ので、検討が必要かもしれません。 

○石 川 

 委 員 

  教育委員会だけでなく市役所全体の考え方があるかもしれませんの

で、なかなか難しいのかもしれませんが、そのように思います。 

○青 蔭 

 委員長 

  分りました。 

○篠 田 

 委 員 

  今おっしゃったように、大和市では厳しく、計画をさらに上回るとこ

ろを目標としているということで、やはり、しっかりやってきた事業に

ついて、どのような成果が上がったか、その上回った結果をしっかりと

表せるようにする必要があると思います。また、そこで得られる成果に

ついても期待していきたいと思っております。 

○青 蔭 

 委員長 

  協議会で協議した結果が修正されておりますので、よろしいでしょう

か。 

 それでは、私たちがもう少し努力をして、学校と連携して、Ｂ評価を

Ａ評価にしていけるよう、各部署と共に頑張っていきたいと思います。 

 続きまして、生涯学習推進計画分野について細部説明を求めます。秋

山文化振興課長。 

○秋 山 

 文化振興 

 課 長 

  学識経験者との意見交換の中では、全体を通じまして、評価基準の設

定、あるいは計画達成に向けた取り組みと、その評価結果についてご意

見をいただきました。 

 また、学識経験者と委員の皆様の意見交換を通じまして、評価を一部

見直しております。その他、施策の成果や今後の課題について、表現を

具体的なものにしたり、文言を追加したりするなどの修正を行っており

ます。 
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 施策目標１「学習による自己充足を図ります」の点検評価です。 

 個別目標１－（１）については、施策の成果と今後の課題について、

関連する形となるよう文章を追加しております。達成度はＢ評価で変更

ございません。 

 個別目標１－（２）については、成果であることを明確にするよう文

言を修正いたしました。達成度はＢ評価で変更ございません。 

 個別目標１－（３）については、市民が自発的に企画・運営するスポ

ーツや健康に関する学習機会が増加し、また多くの市民に参加いただい

たことなどから、総合的に判断して、施策の達成度をＡ評価といたしま

した。 

 個別目標１－（４）につきましては、文化施設の入館者数が伸び悩ん

でおりますが、全体として、文化・芸術に関する学習機会や歴史や伝統

が受け継がれていくための学習機会の提供が着実に実施されていると判

断して、施策の達成度をＢ評価といたしました。 

 施策目標１の総合評価については、講座やイベントなどへの参加者数

が増加しており、おおむね期待されたとおりの結果が得られていること

から、Ｂ評価としております。 

 続きまして、施策目標２「学習により人と人とをつなげ、地域に学習

活動を広げます」の点検・評価です。 

 個別目標の２－（１）につきましては、今後の課題の表現が分りづら

いとのご意見をいただきましたので、表現をより具体的なものに修正し

ております。施策の達成度はＢ評価で変更はございません。 

 個別目標２－（２）と２－（３）の施策の達成度も、Ｂ評価で変更は

ございません。 

 個別目標２－（２）については、「やまと生涯学習ねっとわぁく」や

対話による美術鑑賞授業などの取り組みを施策の成果の欄に追記しまし

た。 

 個別目標２－（３）については、成果の表現を適切なものに改めると

ともに、今後の課題欄の記述について、現状分析だけでなく課題を加え

ております。 
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施策目標２の総合評価でございますが、おおむね期待された結果が表

れ、自主的な学習活動をより多くの市民に広げていくことができたこと

から、Ｂ評価といたしました。 

 続いて、施策目標３「学習のための環境や仕組みを整えます」の点

検・評価です。 

 個別目標３－（１）から３－（３）まで、施策の達成度はＢ評価で変

更はございません。 

 個別目標３－（２）については、社会教育委員会議で審議した案件を

参考表記させていただくとともに、今後の課題がはっきりと分るような

表記に改めております。 

 個別目標３－（３）については、市民の生涯学習活動を推進するため

に、さまざまな団体の活動が行われておりますので、施策の成果欄に

は、そのような団体の活動の結果が成果につながっているとの表現に改

めております。 

 施策目標３の総合評価ですが、学習のための環境づくりや仕組み作り

など、生涯学習を推進するための基盤が充実されたことから、Ｂ評価と

しております。 

○青 蔭 

 委員長 

  ただいま細部説明が終わりました。質疑、ご意見等がございました

ら、よろしくお願いします。 

 協議会では、学識経験者の浅井先生から評価については少し厳しいの

ではないかとのコメントをいただきましたが、いかがでしょうか。 

○鈴 木 

 委 員 

  個別目標１－（４）「芸術・文化・歴史に関する学習機会の提供」で

すが、新たに芸術文化ホールの開館に向けて、学習センター等で準備を

していると思いますが、より大きく成長してほしいと思います。 

 また、文化財３施設、つる舞の里歴史資料館、郷土民家園、下鶴間ふ

るさと館等は企画内容や展示テーマが非常にいいのですが、入場者数が

伸び悩んでいます。もう少しＰＲを工夫してもらうとともに、そこに行

けるような環境作りや企画を考えてほしいと思います。 

○青 蔭 

 委員長 

  分りました。評価Ｂとしていますがいかがでしょうか。 
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○鈴 木 

 委 員 

  Ｃ評価に近いＢ評価ですが、期待を込めてＢ評価でよろしいかと思い

ます。 

○青 蔭 

 委員長 

  分りました。 

○篠 田 

 委 員 

  今、鈴木委員からご意見のあった個別目標１－（４）については、先

日の協議会の事務局案では、Ｃ評価でした。その理由は、各文化施設の

延べ入館者数が減少傾向にあり、ＰＲ不足とともに運営の工夫が必要と

いうことでした。 

 しかし、施策の成果にもあるように、「芸術・文化活動が充実しまし

た」という点や、成果指標の「学習団体が自主的に企画運営する芸術や

文化に関する事業」の数値が目標値を上回っていることから、Ｂ評価に

達しているという判断でよろしいかと思います。 

○青 蔭 

 委員長 

  分りました。 

他にはいかがですか。 

○篠 田 

 委 員 

  また、学識経験者の浅井先生からは、施策目標１の「学習による自己

充足を図ります」という施策目標について、自己充足については満足度

と考えられるのに、成果指標のほとんどが参加者数になっており、満足

度を計る指標として非常に難しいとコメントをいただきました。 

さまざまな事業展開をしているのに、なかなかＡ評価をつけづらいと

いうことで、成果指標をどうしていくのかが課題になると思いました。 

 もう一つ達成度が変わったのが、個別目標の１－（３）です。こちら

はＢ評価であったものをＡ評価にしています。その理由ですが、成果指

標の中で、市主催の参加者数が平成２５年度９５人に減少しているのに

対し、学習団体主催の参加者数が１，０３８人に増加しています。これ

は、市主催であった事業を各学習団体が引き継ぐようになった結果であ

るということで、よい傾向にあることを評価できると浅井先生からも意

見をいただきましてＡ評価としたものです。いずれも協議会の協議に基

づく修正ということで、よろしいかと思います。 

○石 川 

 委 員 

  私も協議会での協議の結果、Ｂ評価だったものをＡ評価に、Ｃ評価だ

ったものをＢ評価といった変更をしてきたものと理解していますので、
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ここについては、特に異論はありません。 

 ただ、以前にも申し上げましたが、生涯学習の推進に関する行政の成

果については、「このような行事をしました」という形で終わっている

ことが多く、それを参加者数によって評価しています。今後は活動の質

についても考えていかなければいけないと思います。 

 学習団体が自主的に運営をしていることは、とてもいいことですが、

成果指標では、活動の質を評価しなければいけないと思います。浅井先

生は満足度という話をされていましたが、さらには講習を受けた人が、

どのような動きをしたかというところまで持っていかないといけないの

ではないかと思いました。 

○青 蔭 

 委員長 

  協議会の協議に基づき、文言や達成度の整理がなされておりますの

で、私は満足しております。 

 Ａ評価した個別目標についても、もちろん今後とも努力はしていかな

ければいけないと思います。 

 他に、皆さんからご意見はございませんか。 

      （「はい」の声） 

○青 蔭 

 委員長 

  他にないようですので、質疑を終結させていただきます。 

 これより、議案第３９号について採決いたします。 

 本件の原案について、ご異議ございませんでしょうか。 

      （「異議なし」の声） 

○青 蔭 

 委員長 

  異議なしということですので、議案第３９号は可決いたしました。 

 続きまして、日程第２（議案第４０号）「平成２５年度大和市教育費

決算について」を議題といたします。 

 細部説明を求めます。齋藤教育総務課長。 

○齋 藤 

 教育総務 

 課 長 

  歳出からご説明いたします。 

 平成２５年度教育費の最終予算額が７１億３，５６７万７，２７５

円、支出済額が６５億８，００３万３，７１９円、翌年度繰越額が３億

４，２１９万２，６８０円、執行残額２億１，３４５万８７６円、執行

率は９２．２％でございます。 

 一般会計の決算と教育費の決算の推移ですが、一般会計の決算では、
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平成２４年度までは緊急経済対策や景気や雇用の情勢の悪化で扶助費が

増加したことなどによりまして、決算額に動きがあります。平成２５年

度は、中学校防音設備整備事業や大和駅東側第４地区市街地再開発事業

等により増加しております。 

 教育費の推移ですが、平成２２年度と平成２５年度に増加しておりま

すが、その年度に大きな施設整備が行われたことが理由でございます。 

 教育費の各項別の決算額の推移ですが、中学校費と小学校費の平成 

２２年度に増加がありますが、これは小学校４校、中学校１校の体育館

の建て替えを行ったことによります。平成２５年度の中学校費の増加

は、２校で防音設備整備事業を行ったことによるものです。他の項につ

きましては、余り大きな変化はなく推移をしております。 

続いて、目的別決算額の推移について、その増減の主なものと、主な

事業の決算を踏まえた評価課題をご説明します。 

 まず１項、教育総務費です。平成２５年度決算額は８億８，２３６万

６，３１３円です。決算増減額は２，４８９万９，１１１円、増減率は

２．９％の増です。主な増減は、２目事務局費の学校薬剤師検査室建替

事業で約２，２３０万円の皆増。３目教育研究費の教育ネットワーク運

用管理事業で約７４０万円の増。４目教育指導費の特別支援教育推進事

業で約５００万円の増、いじめ・不登校等対策事業で約２，３６０万円

の増、教育用コンピュータ整備事業で約１，１４０万円の増。５目青少

年相談費の学校教育相談員活用事業が皆減となっております。 

 主な事業ですが、４目教育指導費の特別支援教育推進事業について

は、決算額が約５００万円の増となっております。これは、特別支援教

育ヘルパー及び特別支援教育スクールアシスタントの増員をしたことに

よるもので、特別支援教育巡回チームの派遣回数と合わせて、目標値に

達しております。課題は、神奈川県教育委員会のインクルーシブ教育の

推進に伴い、さらなる充実が求められている点です。 

 ４目教育指導費のいじめ・不登校等対策事業については、決算額が約

２，３６０万円の増となっています。いじめ防止や不登校対策に役立て

るため、学級集団の状態や個人の成長の様子を客観的に判断する集団ア
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セスメントテストを中学校３校、小学校６校で実施したことが、主な増

の理由です。 

 ４目教育指導費、教育用コンピュータ整備事業については、約１，１

４０万円の増となっています。平成１４年度と２０年度に配置した校務

用コンピュータ等２３６台の機器更新を行ったことによるものです。評

価課題としては、全体としてコンピュータの適正配置に努めた結果、小

中学校で合計２３８台を削減したことを示しており、適正配置に努めて

いるとしております。 

 ５目青少年相談費の不登校児童生徒援助事業については、約３００万

円の増となっております。これは、不登校生徒支援員を全中学校に配置

するため５人を増員したことによるもので、この不登校生徒支援員と青

少年相談室が学校との連携を強化していくことが課題となっておりま

す。 

 次に、２項小学校費です。小学校費の平成２５年度決算額は、１１億

２０７万３，９１０円です。決算増減額は６，１０４万４，１５２円の

減で、増減率は５．２％の減となっております。 

 増減の主なものですが、１目学校管理費で、小学校施設維持管理事業

が約５６０万円の増、２目教育振興費で、小学校図書館教育推進事業が

約１，３００万円の増、３目学校建設費で、小学校大規模改修事業が約

８，７４０万の減でございます。 

 主な事業ですが、まず２目教育振興費の小学校学用品等就学援助事業

でございます。前年度から引き続きまして認定件数が減少傾向であった

ために、決算額が３００万円ほどの減となっております。 

 次に、同じく教育振興費の小学校図書館教育推進事業については、

１，３００万円ほど増になっております。学校図書館スーパーバイザー

を新たに配置したこと。国が定める学校図書館標準に基づいて、計画的

に図書の購入を行ったことが、主な増の利用です。評価課題欄にござい

ますように、引き続き図書館が情報センターの役割を果たせるような環

境整備を進めていくことが課題でございます。 

 ３目学校建設費の小学校大規模改修事業については、８，７４０万余



16 

りの減となっております。これは、渋谷小学校のプールの移設工事が終

了したことが主な理由です。老朽化が進む中で改修に大きな費用がかか

ることから、防音工事なども活用した大規模改修を進めまして、財源の

確保と計画的な改修を進めていくことが課題となっています。 

 次に、３項の中学校費です。平成２５年度の決算額は２３億６，５４

０万６９３円、決算の増減額は１１億４，７１９万２４１円で、率にし

まして９４．２％の増です。 

 増減の主なものですが、１目の学校管理費で、中学校パーソナルコン

ピュータ整備事業が１億１，０００万余りの皆増。２目教育振興費で、

中学校図書館教育推進事業が約１，０００万円の増。３目学校建設費

で、中学校大規模改修事業が約１，７９０万円の減。大和中に続き、つ

きみ野中の復旧防音及び大規模改修工事を着手したことで、中学校防音

設備整備事業が約１０億４,０００万円の増、中学校学校図書館施設整備

事業が約１，２６０万円の増となっております。 

 主な事業ですが、２目教育振興費の中学校図書館教育推進事業につい

ては、約１，０００万円の増となっております。小学校と同様に、計画

的に図書の購入を進めたことが主な理由です。 

 ３目学校建設費の中学校防音設備整備事業については、約１０億４，

０００万円の増になっております。平成２５年度に大和中学校の大規模

改修工事及び防音設備整備事業の工事のほか、つきみ野中学校の工事に

も着手をしたために、大きく工事費が膨らんだものです。大和中学校は

平成２４年度、２５年度に大規模改修にあわせて復旧防音工事をしてお

り、つきみ野中学校は平成２５年度、２６年度を予定しております。 

 次に、４項の社会教育費です。平成２５年度の決算額は８億３，５２

９万９，３３４円です。増減につきましては、１，４７８万５，７１２

円の増、率にしまして１．８％の増でございます。 

 増減の主なものは、２目青少年育成費で放課後子ども教室管理運営事

業が約１，０００万円の増、３目公民館費で学習センター施設整備事業

が約１，９００万円の減、これはつきみ野と桜丘の学習センターのエレ

ベーター新設工事が終わりまして、２５年度は林間学習センターのトイ
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レ改修となったためです。４目図書館費で図書館資料貸出事業が約３３

０万円の減、５目文化財保護費でつる舞の里歴史資料館用地取得事業が

約２，３４０万円の増でございます。 

 主な事業としては、２目の青少年育成費、放課後子ども教室管理運営

事業がございます。放課後子ども教室は、平成２４年度は週２日開催で

したが、２５年度は週３日開催としたために、安全管理員の人件費が増

加しております。今後の課題ですが、２６年度から実施した放課後寺子

屋やまととの連携を図りながら、放課後児童クラブとの役割分担や実施

日・実施時間の調整を図っていくことが急務と考えております。 

 次に、４目図書館費の図書資料貸出事業については、蔵書冊数を１万

６，０００冊ほど増やし、充実を図っております。また、文化創造拠点

における図書館の計画・整備に当たりまして、基本的な方針や運営面で

の配慮事項を検討・整理したほか、利用者の利便性向上のための返却ポ

ストを市内４カ所に設置しました。今後は、文化創造拠点への図書館移

転に向けて、さまざまな準備・検討を行う必要がございます。 

 次に、６項保健体育費でございます。平成２５年度の決算額は１３億

９，４８９万３，４６９円、決算増減額につきましては１億４，２３２

万６，９５５円、率にしますと１１．４％の増でございます。 

 増減の主なものは、１目の保健体育総務費で学校施設スポーツ開放事

業が約１，７００万円の増、３目学校給食管理費で単独調理校運営事業

が約６４０万円の減、北大和小学校給食室改修事業（年賦分）が約１，

２００万円の増、学校給食設備整備事業が約５，５４０万円の増となっ

ております。 

 主な事業ですが、１目学校施設スポーツ開放事業については、主にプ

ール開放事業において、警備業法の認定を受けた業者でなければプール

監視ができなくなったために、委託料を増加したものです。プール開放

につきましては、開放校が１校増えて、利用者も５００人弱増加してお

ります。 

 ３目学校給食管理費については、異物混入事故を契機に、安全・安心

な給食の提供を行えるように給食設備を全面的に点検し、調理器具の更
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新を計画的に行うために、まずは６７台の機具の更新をいたしました。

今後も計画的に更新を進めていくことが課題です。 

 以上が歳出の主な内容でございます。 

 続いて、歳入の主な内容についてご説明いたします。 

 １４款１項６目教育使用料の収入済額は、４，９１８万６，６１４円

です。こちらは学校開放に伴う小中学校の施設使用料、学習センターの

使用料などで、前年比で６．９％の減となっております。 

 １５款１項３目教育費国庫負担金は、３，７５２万４，０００円と前

年度から大きく増加しております。こちらは、大和中学校の大規模改修

工事に伴う国の負担金でございます。 

１５款２項７目教育費国庫補助金は、８億４，８４９万９，４８６円

で、前年度と比べ３．５倍と増加しております。やはり、大和中学校と

つきみ野中学校の大規模改修と合わせた復旧防音工事に対する補助金の

増加、さらに小中学校のトイレ改修による補助金の増加でございます。 

 なお、収入できなかった額１億３９１万円につきましては、平成２５

年度の３月に補正予算として認めていただき、平成２６年度に事業を繰

り越しております。 

 １５款２項８目特定防衛施設周辺整備調整交付金は、１億５，５０４

万９，０００円で前年度と比べて増となっております。中学校全校のコ

ンピュータ教室のパーソナルコンピュータを整備したことが、主な増の

理由です。他には、給食用エレベーターや南林間中学校の受変電設備の

改修に充てております。 

 ２１款５項１目雑入は、７２１万６，１９９円で、大きく減となって

おります。こちらは平成２４年度の渋谷南部地区土地区画整理事業建物

補償金の減によるものです。 

 ２２款１項６目教育債は、大規模工事などの投資的経費に充てるため

の長期の借入金で、７億３，２８０万円と前年比７３．９％の増となっ

ております。小学校では林間小学校屋内運動場建替事業借換債や大規模

改修事業の事業債。中学校では防音設備整備事業債が大きく増加してお

ります。 
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○青 蔭 

 委員長 

  ただいま細部説明が終わりました。質疑、ご意見等がございましたら

お願いします。 

○鈴 木 

 委 員 

  一般会計決算・教育費決算の５か年の推移のグラフを見ますと、増減

がパラレルになっています。一般会計に占める教育費の割合はどの程度

で推移しているのでしょうか。前年比でも結構です。 

○金 子 

 文 化 

 スポーツ 

 部 長 

  グラフから計算しますと、平成２４年度が８．５％、平成２５年度が

１０．２％となります。 

○鈴 木 

 委 員 

  要するに、前年度から比べて、一般会計から比べますと、教育費は

８．６％から１０．２％に増えたということでよろしいですか。 

○青 蔭 

 委員長 

  そうですね。かなり教育費が増えております。 

 

○石 川 

 委 員 

  就学援助費について、中学校費と小学校費がございますが、平成２５

年度は人数がやや減っています。これは生活保護費の改定が関係してい

るのでしょうか。 

○犬 塚 

 学校教育 

 課 長 

  関係しておりません。 

○石 川 

 委 員 

  分りました。今後についてはいかがでしょうか。 

○犬 塚 

 学校教育 

 課 長 

  今年の４月に生活保護基準が下がりましたが、消費税の増税に伴い、

その分の扶助額が増額されています。そのために、就学援助の収入の基

準も一回下げましたが、再度引き上げております。 

 このため、今後も大きな変動はないと思いますが、ここ数年、就学援

助を支給するご家庭が減っておりますので、多少は減少すると考えてい

ます。 

○石 川 

 委 員 

  大和市では、就学援助費の受給率が３０％近くと他市に比べて多い状

況です。大和市の基準が他市と比べて大きな違いがないのであれば、大

和の子供たちの経済的なレベルが低い可能性があると思っています。 
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 子どもたちの教育を受ける平等性を考えると、困っているご家庭には

しっかりと補助をしなければいけないと思って質問をしました。 

 生活保護費の基準が下がったことによって、受給者が減ることになる

のは困るのではないかと思います。そのような理由ではなく受給者が減

ることに関しては、大和市の生活レベルが上がっているということです

から、それはいいことだと思います。 

○篠 田 

 委 員 

  事務局費の学校薬剤師検査室建替事業ですが、この検査室はどこにあ

るのでしょうか。 

○青 蔭 

 委員長 

  斎藤課長、お願いいたします。 

○斎 藤 

 保健給食 

 課 長 

  大和駅の近く、商工会議所の東隣になります。 

○篠 田 

 委 員 

  分りました。 

 別の質問ですが、英語教育推進事業については、国でも英語教育を進

めている中で、評価課題としては「市内全小学校において、第３、第４

学年の外国語活動の授業を展開していく」と書かれています。これは、

平成２６年度から展開されているのでしょうか。 

○久津間 

 指導室長 

  そのとおりです。今年度、パイロット校３校で展開しております。 

○篠 田 

 委 員 

  小学校の外国語活動指導助手は７人で、授業回数も非常に多く、１人

当たり１８０から１９０回になると思います。パイロット校３校での実

施に当たり、今年度は増員をしているのでしょうか。 

○久津間 

 指導室長 

  今年度は増員しておりません。 

○篠 田 

 委 員 

  今後についてはいかがでしょうか。 

○久津間 

 指導室長 

  １人の受け持ちの時数が多くなりますので、来年度に向けて、予算要

求をしていきたいと思っております。 

○篠 田   分りました。 
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 委 員 いじめ・不登校等対策事業のＱＵテストについて、中学校３校、小学

校６校で試験的に行ったということですが、今後、この実施校数を増や

す予定ということでよろしいでしょうか。 

○久津間 

 指導室長 

  こちらについては、平成２５年度から３か年の計画で、９校、９校、

１０校と、全校で１回ずつ行う予定でおります。 

○篠 田 

 委 員 

  分りました。 

 中学校少人数指導等非常勤講師配置事業について、予算額に対して決

算額が少ない理由は、評価課題にあるとおり、希望する教科の非常勤講

師の確保ができないことと考えてよいでしょうか。 

○犬 塚 

 学校教育 

 課 長 

  中学校の場合は、少人数指導をするために、例えば英語や数学など、

教科を指定されますが、それに対応する人材が確保できませんでした。

平成２５年度は、５校分の予算に対し３校しか配置できなかったという

状況です。 

○篠 田 

 委 員 

  ５校分の配置の必要があるということでよろしいか。 

○犬 塚 

 学校教育 

 課 長 

  ５校分の予算を確保しているということです。今年は既に４校に配置

して、あと１校が希望と合わない状態でおります。 

○篠 田 

 委 員 

  非常勤講師の確保は難しいものなのでしょうか。 

○犬 塚 

 学校教育 

 課 長 

  県央教育事務所に登録している人材を当たったり、他市にも連絡して

人材を探したりしていますが、なかなか見つからない状況です。 

○篠 田 

 委 員 

  分りました。 

 最後ですが、学校施設スポーツ開放事業の決算額が増えた理由が、学

校プール開放管理業務委託の委託料に警備業法に伴う研修費用が加算さ

れたということです。９００万円の増と額が大きいのですが、この内訳

を教えてください。 

○秋 山 

 文化振興 

  決算額９００万円の内訳について詳細な資料が手元にないのですが、

内容としては、プール開放事業の管理業務について、警備業法の資格を
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 課 長 持っている業者にお願いするということと、プールに鍵つきロッカーの

設置を順次進めておりますので、その費用もございまして、事業費全体

増額となっております。 

○篠 田 

 委 員 

  分りました。プールでの事故が非常に多いというところで、とても大

事なところだと思います。 

○青 蔭 

 委員長 

  警備業法の指定を受けた業者は、大和市内にいるのでしょうか。 

 

○秋 山 

 文化振興 

 課 長 

  申し訳ありません。市内業者かどうかは分かりかねますが、市に登録

された警備業法の資格を持った業者にお願いしております。 

先ほどの篠田委員への回答の補足ですが、警備業法を受けた業者でな

ければプール監視ができなくなったということと、研修費用の加算とい

うことで、研修費用が委託料の中に含まれているという考え方となりま

す。受託した業者が警備業法を持っていて、しかもプール監視を行う者

に対して、必要とする資格を満たすような研修を行うという考え方でご

ざいます。 

○篠 田 

 委 員 

  分りました。 

○石 川 

 委 員 

  教育用コンピュータ整備事業で、適切な配置に努め、台数の精選を進

めた結果、２３８台を削減したとありますが、現場ではコンピュータが

足りない状況のはずです。２３８台の削減とは、どういうことでしょう

か。 

○深 谷 

 教育研究 

 所 長 

  少し表現が適切ではないかもしれませんが、実態としては、古いＸＰ

機をＷｉｎｄｏｗｓ７の機械に入れかえをする際に、新たに配置の  

基準を設けて、学校ごとに数を適正に把握するという形で整備したもの

です。小学校では全員に配置ができていない状況はご指摘のとおりです

が、今回、新たに配布基準を設けたことを表現したものです。 

○石 川 

 委 員 

  ということは、小学校において、ＸＰ機を更新して新たに配置すると

いう考えではなく、とりあえずその分は削減しておいて、足りない分を

将来的に配置していくという考え方ですか。 

○深 谷   はい、そのとおりです。 
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 教育研究 

 所 長 

○石 川 

 委 員 

  せっかく２３８台もあるのであれば、それを使ってもいいのではない

かと思いましたが、分りました。 

○鈴 木 

 委 員 

  中学校では１人１台整備されているということですが、小学校ではど

のような状況になっているのでしょうか。 

○深 谷 

 教育研究 

 所 長 

  小学校では、学校規模に合わせて、１０台から１５台程度が配置され

ていて、１人１台の環境にはなっておりません。これを１人１台の環境

にしていきたいと考えています。 

○鈴 木 

 委 員 

  評価課題欄に、セキュリティーに配慮した更新、整備が課題と書いて

ありますが、セキュリティーに関してはどのような状況でしょうか。 

○深 谷 

 教育研究 

 所 長 

  ＵＳＢのさまざまな問題が発生しておりますので、そこに対応できる

ようにサーバーに情報が置けるようにし、個人情報の適正な管理が確保

できるような態勢の構築を進めています。 

○青 蔭 

 委員長 

  他によろしいでしょうか。 

 他にないようですので、質疑を終結いたします。 

 これより、議案第４０号について採決いたします。 

 本件の原案について、ご異議ございませんでしょうか。 

      （「異議なし」の声） 

○青 蔭 

 委員長 

  異議なしということですので、議案第４０号は可決いたしました。 

 続きまして、日程第３（議案第４１号）「平成２６年度大和市教育費

補正予算案について」を議題といたします。 

 細部説明を求めます。齋藤教育総務課長。 

○齋 藤 

 教育総務 

 課 長 

  教育費９月補正の予算については、教育部所管部分と文化スポーツ部

所管部分で、合わせて４件ございます。 

 １件目は教育用コンピュータ整備事業で、補正額は３７５万７，００

０円。２件目はつきみ野中学校防音設備整備事業で補正額は５７３万

円。３件目は中学校学校図書館施設整備事業で補正額は１，１５６万

２，０００円。４件目は郷土民家園管理運営事業で補正額は１，８９２

万５，０００円です。 
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 まず、教育用コンピュータ整備事業ですが、補正の理由は大きく２点

ございます。 

 １点目は、校務用パソコンの賃貸借です。現在、教職員用パソコンを

小中学校合計で５８４台配置しておりますが、現状ではまだ不足してお

り、業務の円滑な遂行に支障が出ている状況です。そこで、教職員１人

１台の環境を確保するために補正をお願いして、今年度中に整備を行う

ものです。 

 ２点目は、タブレット型コンピュータ等の賃貸借です。今年度当初予

算で、小学校全校のＰＣ教室と中学校３校にタブレット型コンピュータ

を整備するための予算措置をしておりますが、中学校の残り６校につき

ましても、今年度中に同様の整備するための補正をするものでございま

す。なお、今回の補正額は平成２７年３月から平成３２年２月までの６

０月のリース期間のうちの２７年３月の１月分でございます。 

 次に、つきみ野中学校防音設備整備事業の継続費分です。こちらは、

平成２５年度に締結した市立つきみ野中学校大規模復旧防音・改修工事

請負契約に係るものです。労務単価が上昇しているために、例年は年度

初めに行う国の労務単価の見直しが、２５年度中である２６年２月にな

って改定されました。したがいまして、今後の工事につきましても、早

目に見直しを行うということで、適正な単価で工事ができるようにする

ために工事請負契約の変更を行うための補正予算でございます。 

 継続費の補正の内容でございますが、年割額の２６年度分を変更した

ことに伴いまして、補正総額も変更になっております。総額で１０億

９，０３７万９，０００円となっております。 

 次に、中学校学校図書館施設整備事業でございます。今年度は、下福

田、引地台、つきみ野の３校を予定しております。下福田中学校におい

ては、より使いやすい図書館とするため、現在の会議室と図書館の場所

を入れかえる工事を行うことといたしました。入れかえ工事のほかに、

図書館に必要な書架や備品等の購入に係る費用でございます。 

 次に歳入の補正予算ですが、２２款１項６目の教育債が５１０万円の

補正となっております。これは、つきみ野中学校のインフレスライド条
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項を適用する案件につきまして、歳出補正予算５７３万円のうちの５１

０万円を起債で充てるという内容でございます。 

 教育部所管分の説明は以上でございます。 

○青 蔭 

 委員長 

  続きまして、文化スポーツ部分について、秋山文化振興課長。 

○秋 山 

 文化振興 

 課 長 

  本件補正予算は、社会教育費、文化財保護費、郷土民家園管理運営事

業につきまして、１，８９２万５，０００円を増額補正いたしまして、

総額２，７３５万１，０００円とするものです。内容につきましては、

郷土民家園の北島家の屋根に係る経費の増額補正でございます。 

 本件補正予算は、カヤ葺き屋根の葺き替えに係る工事となりますが、

今年の１２月から翌年２月にかけて、屋根材料のカヤを確保した上で３

月から現地作業に入る予定です。年度内に工事を完了させることができ

ないことが明らかですので、繰越明許費を設定し、翌年度に繰り越して

予算の執行ができるようにします。 

 補正の理由ですが、今年の２月に、２週にわたり降雪がございまし

た。これにより、北島家住宅の北側の屋根のひさしの垂木が破損し、軒

部分が沈下するという被害が生じております。そこで、屋根の下地材の

交換を含め、全体の葺き替えを行うものでございます。 

 なお、北島家住宅については、さらに破損が進まないよう、今、仮設

の屋根沈下防止対策を施しまして、下から支えているという状況でござ

います。 

○青 蔭 

 委員長 

  ただいま細部説明が終わりました。質疑、ご意見等がございました

ら、よろしくお願いします。 

○鈴 木 

 委 員 

  教育用コンピュータ整備事業について、小学校の教職員に１人１台を

配置することは、とてもいいことだと思います。ぜひこのように進めて

ほしいと思います。 

 質問ですが、今回の補正予算により、ハードの面は１人１台となりま

すが、ソフトについてはどのように考えているのでしょうか。 

○深 谷 

 教育研究 

  今は共同でパソコンを使って作業をしておりまして、成績処理などの

業務については学校で必要なソフトを使っています。現在、校務支援シ
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 所 長 ステムの導入を検討しておりますので、今後の課題と認識しておりま

す。 

○鈴 木 

 委 員 

  学校に無線ＬＡＮの環境を整備する予定はありますか。 

○深 谷 

 教育研究 

 所 長 

  タブレット型コンピュータの導入につきましては、今月中に小学校全

校と中学校３校に導入をするために、整備を進めているところです。 

タブレット型コンピュータの導入にあたり、無線ＬＡＮの機器を各学

校に４台ずつ整備しますので、それを使って教室で使用したり、あるい

は体育館や屋外で使用したりすることを考えております。 

○鈴 木 

 委 員 

  できればＷｉ-Ｆｉなども検討してほしいと私は思っています。 

 それから、電子黒板については、せっかく各学校に整備されています

ので、タブレット端末機と連携させて有効に活用してほしいと思いま

す。 

○深 谷 

 教育研究 

 所 長 

  タブレット型パソコンは、既に各小学校の教室に整備してある電子黒

板と連動させるようになっております。この８月からは、ＩＣＴ支援員

を配置しますので、この支援員の支援も受けながら、各学校でタブレッ

トと電子黒板を連動した授業が進んでいくように要望していきたいと思

います。 

○石 川 

 委 員 

  つきみ野中学校防音設備整備事業について、「賃金水準または物価水

準の変動により契約金が不適当となったため」、インフレスライド条項

を適用し補正を行うということですが、このようなことは、一般的な工

事請負契約の場合にもあることなのでしょうか。 

○齋 藤 

 教育総務 

 課 長 

  インフレスライド条項につきましては、大和市の標準工事契約の約款

に入っているものですが、その適用につきましては、少なくともここ５

年間では、今回が初めてでございます。 

○石 川 

 委 員 

  何か適用のルールはあるのでしょうか。例えば、物価が何％上がった

場合には再契約が行われるといったことがあるのでしょうか。 

○齋 藤 

 教育総務 

 課 長 

  見直しの対象となる条件ですが、今回の場合ですと、平成２６年１月

以前に契約した工事で、今年の７月１日時点で残工事が２か月以上ある

ことが、条件の一つです。 
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 二つ目の条件ですが、工事費の総額などについて見直しをした結果、

１％以上の差額が生じたものについては検討することになっておりま

す。 

○石 川 

 委 員 

  確かに物価が上がれば、それだけ契約金額を上げる必要があると思い

ます。昨今そこまで物価が上がっているのかは疑問がありますが、これ

が適用されるということは、１％は上がっているということなのだと理

解しました。 

○篠 田 

 委 員 

  中学校学校図書館施設整備事業で、今年度が事業の最終年度となって

いるとのことですが、平成２５年度に４校整備されておりまして、今年

度は３校となっています。残りの２校、光丘中学校と渋谷中学校はどう

なっているのでしょうか。 

○久津間 

 指導室長 

  その２校については、学校を新築したときに図書室も整備しておりま

す。 

○篠 田 

 委 員 

  分りました。 

○石 川 

 委 員 

  郷土民家園の北島家の写真を見ると、大変な状況であることは十分分

るのですが、一般的には、カヤ葺き屋根は何年ぐらいで葺き替えるので

しょうか。 

○秋 山 

 文化振興 

 課 長 

  すすきを使ったカヤ葺き屋根の場合は、一般的には、１５年から２０

年程度で屋根全体を葺き替えることが多いようです。郷土民家園につい

ては、平成６年５月１日の開園となっておりますので、２０年が経過し

ている状況です。 

○石 川 

 委 員 

  もうそろそろ全体的に取りかえる時期が来ていると判断していいので

しょうか。 

○秋 山 

 文化振興 

 課 長 

  平成１９年度にカヤ葺き屋根の部分補修をしておりますが、全体とし

ては２０年が経過しておりますので、そろそろ全体を葺き替える必要が

あると判断しております。 

○石 川 

 委 員 

  かなりお金がかかるものですね。 

 

○青 蔭   先ほど、カヤの調達というお話が出ましたが、どこから取り寄せるの
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 委員長 でしょうか。 

○秋 山 

 文化振興 

 課 長 

  この近辺ですと富士の裾野にあります自衛隊の演習場に権利を持って

いる方がいらして、自衛隊の許可を得て、そこに入って刈り取ると聞い

ております。 

○青 蔭 

 委員長 

  材料を調達するのは大変難しいと聞いております。 

○秋 山 

 文化振興 

 課 長 

  そのとおりです。 

 自衛隊の演習場の中に入りますし、１２月から２月の間という限定さ

れた期間で入るということもございます。そのようなことで、すぐにで

も工事に着手したいのですが、まず郷土民家園用にカヤを調達してから

作業に入るという段取りになっております。 

○青 蔭 

 委員長 

  葺き替え工事ですが、厚木の日向薬師のカヤの葺き替えの際には、飛

騨から業者をお招きしたと聞いております。今回は、どこの業者に依頼

するのでしょうか。 

○秋 山 

 文化振興 

 課 長 

  まだ決定されたわけではありませんが、話をしておりますのは市内の

業者です。特殊な建築でございますので、市内業者がその技術を持った

職人を集めて工事を行うことになると聞いております。 

○青 蔭 

 委員長 

  このようなことですから、高額になるのだと思います。 

○石 川 

 委 員 

  確かにそうですね。 

○青 蔭 

 委員長 

  他の委員の方々、いかがでしょうか。 

他にございませんか。 

 ないようですので、質疑を終結いたします。 

 これより、議案第４１号について採決をいたします。 

 本件の原案について、ご異議ございませんでしょうか。 

      （「異議なし」の声） 

○青 蔭 

 委員長 

  異議なしということですので、議案第４１号は可決いたしました。 

 続きまして、日程第４（議案第４２号）「物品購入契約の締結につい

て」を議題といたします。 
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 細部説明を求めます。齋藤教育総務課長。 

○齋 藤 

 教育総務 

 課 長 

  学校給食調理用備品の購入に係る物品購入契約について、市議会の議

決を経るべき案件になりますのでご審議をいただくものです。 

市の条例により予定価格が２，０００万円以上の物品購入契約の締結

につきましては、あらかじめ議会の議決が必要となります。このため、

市議会９月定例会への議案の提出を市長部局に依頼するため、本定例会

でご審議いただくものです。 

購入する調理用備品は、連続揚物機から包丁俎板殺菌庫までの１２種

類で、契約後は学校給食共同給食調理場や各小学校などへの納入を予定

しております。 

○青 蔭 

 委員長 

  ただいま細部説明が終わりました。質疑、ご意見等がございました

ら、よろしくお願いします。 

○石 川 

 委 員 

  このような契約は、一括して一つの業者に発注する形になるのでしょ

うか。 

○斎 藤 

 保健給食 

 課 長 

  備品については、一度に入札にかけることで価格を低く抑える効果が

見込めますので、給食調理機器についても、なるべくまとめて発注をす

るようにしております。 

○石 川 

 委 員 

  一般的に、一度にたくさんの発注をした方が、値段が安くなるという

理解でいいですか。 

○斎 藤 

 保健給食 

 課 長 

  はい、そのとおりです。 

○青 蔭 

 委員長 

  いいものを少しでも安く購入していただければと思います。いろいろ

なことがあった後ですので、精査をしてほしいと思います。 

○石 川 

 委 員 

  一括で発注することのいい面と悪い面がある気がします。どちらがい

いのか分りませんが、値段が安いということは分かりました。 

○青 蔭 

 委員長 

  価格の面から考えて、その方がいいと思います。 

 今回、１２点の調理機器を更新するということで、絶対的な満足とい

うのは難しいとは思いますが、今後、同様の予算規模で更新をしていく

という考えでよろしいでしょうか。 
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○斎 藤 

 保健給食 

 課 長 

  備品の更新につきましては、調理備品だけに限定しても４００を超え

る品数がございます。それぞれ機械類ということで、経年劣化をいたし

ますので、毎年２０点程度は計画的に買い換えを進めていきたいと考え

ております。 

その判断基準としては、専門のメーカーによる総合点検を行って、そ

の中でやはり買い換えが必要との判断に至ったものについて、使用して

いる現場の方々の意見等も踏まえた中で計画的に更新をしていきたいと

考えております。 

○青 蔭 

 委員長 

  ぜひ、現場の方々の判断を仰ぎながら、また専門家のご意見を伺いな

がら、対応してほしいと思います。 

 他にございますか。 

 他にないようでございますので、質疑を終結いたします。 

 これより、議案第４２号について採決いたします。 

 本件の原案について、ご異議ございませんでしょうか。 

      （「異議なし」の声） 

○青 蔭 

 委員長 

  異議なしということですので、議案第４２号は可決いたしました。 

 ここで日程を変更いたしまして、議案を１件追加いたします。 

 日程第５（報告第２号）「大和市教育委員会職員の人事異動につい

て」を追加して議題といたします。議事運営上、その他の後に審議する

ことにいたします。 

 それでは、その他に入ります。各課で報告事項がございましたら、順

次報告してください。 

 それでは、平成２５年度学校評価について、久津間指導室長。 

○久津間 

 指導室長 

  平成２５年度の大和市小中学校の学校評価について、報告させていた

だきます。 

 学校は、常に改善に向けての取り組みを繰り返していくことが求めら

れております。また、説明責任を果たし、家庭や地域との連携協力を進

めていくことが大切とされております。 

 このことから文部科学省では、学校教育法を改正し、学校評価を行

い、その結果に基づく学校運営の改善を図り、教育水準の向上に努める
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ことを規定しました。また、学校の情報提供に関する規定についても新

たに設けております。 

 この改正を受けて、学校教育法施行規則において、自己評価の実施・

公表、保護者など学校関係者評価の実施、評価結果の設置者への報告を

行うことが定められました。 

 大和市においては、平成２０年度より市内各小中学校の学校評価の結

果を教育委員会に報告することとしています。市教委での報告は、本日

お話しします大和市学校教育基本計画に基づく平成２５年度学校評価ア

ンケートと、学校評価の概要をまとめた学校評価報告シート及び各学校

独自の学校評価の３種類となっております。 

 学校教育基本計画に基づく学校評価アンケートは、平成２２年度から

行われているものです。各学校には、基本目標や施策の方向などの視点

に沿って、学校の取り組み事例や成果、課題、学校評議員からの指摘、

及び４段階の評価を記載し、毎年提出するよう求めております。 

 評価は４段階です。資料では、施策の方向ごとに各学校の４段階の評

価結果と平均値を記載しております。 

 また、各校が報告してきました取り組み事例の主なものを掲載してい

ます。基本目標、施策の方向別に取り組み事例、成果、課題を示してお

りますので、何点か説明させていただきます。 

 まず、基本目標１の施策の方向５、「豊かな感性や情緒をはぐくむ読

書活動の充実を図ります」の具体的な内容については、読書活動や芸術

鑑賞などです。評価は、小学校では、昨年より０．１ポイント減って平

均３．４、中学校は昨年同様３．４です。どちらも高い数値となってお

ります。 

 成果には、昨年度よりも児童が読書する時間が増え、読書好きな児童

が増えたことに加え、今年度は読む本の種類が増え、友達との会話が広

がっているという記載が見られました。学校図書館スーパーバイザーを

設置し、各校を精力的に訪問し、読書活動の質の変化を求めてきた成果

の表れと受け止めることができます。また、中学校では、図書室がリニ

ューアルされたことで貸し出し数が伸びた。国語科を中心に学校図書館
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を活用した授業実践が見られたという表記がありました。昨年度課題で

あった「今後は読書の質を高める」に向けての取り組みが見られたと思

います。 

 課題としては、家読の定着や保護者に読書の利点を効果的に伝える工

夫などが、引き続き見られました。 

 次に、基本目標２の施策の方向６、「教員が子どもに向き合える環境

づくりに努めます」です。具体的内容は、子供と向き合う活動の実践、

学校行事や教育相談などの工夫、休み時間や放課後の活動の有効活用な

どです。小学校では、０．２ポイント増えて平均で３．３、中学校は昨

年同様３．１で、平均値は３．２でした。 

 学校では、アンケートなどの資料を参考にし、児童一人一人を観察し

たり、支援したりしました。休み時間や昼休みに教員が廊下に残り、生

徒と何げない会話をたくさんするよう努めた、などの記載がありまし

た。学校では、いじめ・不登校対策に限ることなく、児童生徒との接点

を大切にした教育活動が行われておりますが、そのための時間確保の工

夫が、今後も課題となります。 

 これらに対して、基本目標１の施策の方向４、「教育活動全体で道徳

教育・人権教育の推進を図ります」については、昨年に引き続き全体平

均が３．０でした。 

 学校では、人権講演会を実施するなど、お互いを思いやる心が育まれ

るようなさまざまな取り組みを行っております。しかし、これらを継続

的に行っていくことや、家庭も巻き込んだ啓発指導が課題であるとの記

載もあり、今後も全教育活動の基盤となる人権教育・道徳教育の推進が

必要となっております。 

 最後に、各学校の学校評価の概要をまとめた学校評価集計結果につい

てご報告します。学校管理運営規則の第２０条の２に学校は「自ら評価

を行い、その結果を公表するものとする。」とあります。第２項には

「学校は、その実情に応じ、適切な項目を設定して行うものとする」と

あります。よって、各学校では適切な項目を設定して学校評価を公表し

ています。 
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 自己評価の中の教職員調査は、後期や学年末に行う学校が多くありま

した。年に一度の評価ではなく、夏季休業を活用して中間評価を行って

いる学校が小学校で２校増え、評価の機会を増やしていることが分りま

した。自己評価の中の教職員以外、保護者などの欄ですが、全ての学校

が保護者にアンケートを実施しています。また、児童生徒に対してアン

ケートを行っている学校は１校増え、１７校となりました。アンケート

結果の公表については、これまで多く行われていた学校便りでの報告が

減り、独自の報告書やホームページでの公表が増える傾向が見られまし

た。 

 次に、自己評価の結果を評価していただく学校関係者評価についてで

す。全ての学校が、学校評議員を活用した関係者評価を行っています。

学校は自己評価だけでなく、この学校関係者評価を実施することによ

り、より客観的な視点で学校の取り組みについての意見や要望を受け取

ることができ、それを基に今後の学校改善を考えています。 

○青 蔭 

 委員長 

  ご意見等ございましたら、よろしくお願いいたします。 

○鈴 木 

 委 員 

  課題が示されていますので、このアンケート結果だけでは終わらせず

に、それを改善策に反映させてほしいと思います。 

 また、学校評議員からのご意見や、示された課題についても書いてあ

るのは良いことだと思います。これらも含めて改善に向けて、活動をし

ていってほしいと思います。 

○石 川 

 委 員 

  学校評価アンケートは、各学校に１部配布しているのでしょうか。そ

れとも教職員全員に配布しているのでしょうか。 

○久津間 

 指導室長 

  これは、教職員全員にアンケートを実施したものではありません。学

校ごとに１部作成するものです。 

○石 川 

 委 員 

  そうすると、学校によって違うのでしょうが、多くの場合は、誰が記

入しているのでしょうか。 

○久津間 

 指導室長 

 自己評価の集計担当欄にまとめております。主に教務、教頭が取りま

とめています。 

市教委から報告依頼に対し、各学校の集計担当の職員が対応していま
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す。 

○石 川 

 委 員 

  学校ごとに１部ということですが、集計するのでしょうか。実際、ど

のようなアンケートか分からないのですが。 

○久津間 

 指導室長 

  アンケートについては、施策の方向別に成果と課題や４段階の評価を

書き込む書式となっており、それを学校に提出するよう求めています。 

○石 川 

 委 員 

  例えば、「個々のよさや可能性を伸ばす教育を進めます」という施策

の方向に対して、学校の評価として４とか３といった数値を記入をして

いるのは、集計係ですか。それとも校長ですか。 

○久津間 

 指導室長 

  教務や教頭が主になっていると思います。 

○石 川 

 委 員 

  分りました。 

○篠 田 

 委 員 

  基本目標２の施策の方向４「子どもが落ちついて学べる学習環境を整

備します」の中で、文ヶ岡小学校の評価が１になっています。１という

評価は「達成できなかった」ということですが、全体をとおしてここだ

けです。１とした根拠は把握していますか。 

○久津間 

 指導室長 

  文ヶ岡小学校については、特別支援級が３クラスありますが、プレイ

ルームの設置がないことや、余剰教室がないため少人数指導がなかなか

行えないという学習環境になっています。さらに、いじめ・不登校対策

などで個別に指導する部屋もないという状況です。 

昨年度もこれに近い状況でしたが、今年度は３点目の、個別指導する

部屋がないという部分も加わったため、評価を１にしたと聞いておりま

す。 

○篠 田 

 委 員 

  文ヶ岡小学校は、教室数が足りないという課題があり、対策を進めて

いくことになっていますので、評価の理由は理解しました。 

○石 川 

 委 員 

  文ヶ岡小学校の教室の整備は必要ですが、それで「落ちついて学べる

学習環境を整備します」という目標が達成できなかったとするのは、い

かがでしょうか。それは学校の問題ではなくて、市教委の問題です。学

校が評価をするのであれば、落ちついた学習環境のために、学校はどう

いう努力をしたかを考えなければいけないと思います。 
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 部屋がないのは、学校が努力する問題ではなく、市教委が努力しなけ

ればいけない問題であって、それをもって学校の評価を１にするのはお

かしいと思います。 

○久津間 

 指導室長 

  学校には、そういったことも伝えていかなければいけないと思ってい

ます。学校としては先ほどご説明したような受け取り方をしたというこ

とですので、今後は選択肢の説明をしていく必要があると思います。 

○青 蔭 

 委員長 

  もう少し点数を上げてもいいと思いますが、学校が自己評価をしてい

るということで、厳しい評価を出したと思うしかないと思います。 

 この件については、少し検討してください。 

 よろしいですか。 

 続きまして、やまとおもしろ科学館２０１４の実施報告について、深

谷教育研究所長。 

○深 谷 

 教育研究 

 所 長 

  この事業は、子供たちに科学の楽しさを感じさせ、科学技術への夢を

育むことを目的とした教育研究所の事業です。調査研究研修講座、情報

教育推進事業とともに、理科教育推進事業ということで、市内、市外の

参加希望団体の協力を得て９年前から実施しているものです。今年は８

月２日土曜日の１０時から３時まで生涯学習センターで行いました。 

 この日は大変暑い日でしたが、来場者は７０６人と昨年より増え、大

勢の親子連れ、子供同士のグループで賑わいました。 

 科学体験のブース出展に協力いただいた団体は、全部で１２団体で

す。各団体は、生涯学習センターの各部屋に分かれて、プラネタリウ

ム、宇宙探査機のモデル、あめんぼの模型作り、ふれあい水族館、消化

の仕組みを学ぶコーナーなど、科学や生物の不思議を学んだり、体験し

たりする工夫されたブースを展開してくださいました。また、ホールで

は、科学映画の上映を行いました。 

 運営スタッフとして、教育研究所の職員のほか、市内小中学校の教職

員、教職員のＯＢ、市内高校生、近隣の大学生の協力を得ることができ

ました。 

 参加者からは、とても楽しかった、自由研究の参考になった、大人も

勉強になり子供と一緒に楽しめたなど、高評価の感想をたくさんいただ
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いています。 

 理科実験のブースもありましたが、事故やけがもなく、無事目的を達

成し、事業を終えることができました。 

 今後の予定としましては、１２月１３日土曜日、さらに来年度、平成

２７年８月８日土曜日までは、現在の生涯学習センターでの開催を計画

しております。その後は、新施設への移転に伴い、継続が可能である

か、また可能な場合の開催方法について検討していきたいと思っており

ます。 

○青 蔭 

 委員長 

  ただいま説明が終わりました。質疑等ございましたら、よろしくお願

いします。 

○鈴 木 

 委 員 

  私も、参加いたしました。１０時前に行きましたが、駐車場がいっぱ

いで、親子連れの長い行列ができておりました。 

 詳細については時間の都合で割愛しますけれども、参加した子供たち

の目が輝いていました。大和市からは根岸英一博士がノーベル賞を受賞

されましたが、子供たちが今回のような体験をすることで、夢を持ち続

けることが大事だと思います。今後も、ぜひ続けていってほしいと思い

ますし、新しい芸術文化ホールでも実施してほしいと思います。 

 また、参加者の感想を聞きましたら、年に何回かの実施ではなく、常

設の科学館も考えてほしいとのご意見もありましたので、紹介させてい

ただきます。 

○青 蔭 

 委員長 

  他の委員、いかがでございましょうか。 

 よろしいでしょうか。 

 続きまして、つる舞の里歴史資料館企画展に伴う臨時休館について、

秋山文化振興課長。 

○秋 山 

 文化振興 

 課 長 

  今年度の企画展は、「妖怪入門－一つ目小僧・鬼・天狗－」というテ

ーマで、妖怪に関して歴史的・民俗的背景を探る企画展示を行いたいと

考えております。 

 開催期間につきましては、１０月２１日から１１月３０日でございま

す。常設展示から企画展示への展示がえに伴い、１０月１４日から１０

月２０日まで。また、会期後、常設展示への復旧に伴い、１２月１日か
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ら１２月８日までを臨時休館とする予定ですので、よろしくお願いしま

す。 

○青 蔭 

 委員長 

  質疑、ご意見等ございますか。 

 よろしいでしょうか。 

 放課後子ども教室参加方法の変更について、村澤こども・青少年課

長。 

○村 澤 

 こども・ 

 青少年 

 課 長 

  放課後子ども教室の参加方法の変更については、６月定例会で委員の

皆様からご意見等をいただきました。その後、検討した結果を報告させ

ていただきます。 

 経過ですが、放課後に児童の安心・安全な遊び場として開催している

放課後子ども教室への参加の行き帰りにおいて、大きな事故が発生した

ことを踏まえ、児童の安全を確保するための直接参加を原則として、参

加方法を変更することにしたものです。 

 放課後子ども教室は、一旦帰宅してから参加することが原則でした

が、今後は、直接参加を原則とします。ただし、一旦帰宅してからの参

加もできる形にしました。 

 開始日は、９月１日からと考えております。 

 変更の内容は２点あります。１点目は、自転車やキックボード等を利

用しての参加の禁止です。調査をしたところ、昨年度市内で発生した小

学生の交通事故は３５件あり、そのうち２４件が自転車による事故でし

た。自転車の事故が非常に多く、ヘルメットの着用などを市としても啓

発したり、学校でも交通安全教室などを実施したりしていますが、その

中でも事故が発生しています。このように総合的に考えた結果、自転車

での参加は禁止した方がよいとの判断をしました。 

 自転車での参加が禁止になると不便になりますが、登下校では歩いて

学校に来ています。一回帰って参加する場合にも、歩いて来る方が、自

転車よりはリスクが少ないと考えました。また、直接参加を原則としま

すので、そういった形で安全対策ができればと考えております。 

 変更点の２点目は、放課後子ども教室の参加者の全員登録です。今ま

では、直接参加をする方だけが登録をしていました。これは、緊急時の
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連絡先などを把握して、お子さんに何かあった時に対応できるようにし

ているものです。一旦帰宅のお子さんは、登録していませんでしたの

で、その場合、学校を経由して連絡を取っていただいていました。学校

としては、個人情報になりますので、放課後子ども教室で何かあって

も、学校から連絡することしかできませんでした。今回、全員を登録す

ることによって、放課後子ども教室からダイレクトに連絡がとれるよう

になり、迅速に対応できるようになります。 

 今後の予定ですが、夏休み明けの朝会が８月２６日にありますので、

保護者に対して具体的な参加方法の案内とともに、参加登録の申込書を

配布します。なお、この参加方法の変更については、７月１８日に児童

を通じて保護者に連絡をしております。 

○青 蔭 

 委員長 

  ただいま報告が終わりました。質疑、ご意見等がございましたら、お

願いします。 

○篠 田 

 委 員 

  安心・安全を一番に考えて、自転車やキックボード等での参加は禁止

としたということで、いろいろ考えられた結果だと思います。 

 高学年の児童については、自転車に乗りなれている子供たちもたくさ

んいるとは思いますが、安全を第一に考えてのことかと思います。既に

保護者には周知をしたとのことでしたが、特に意見等はありませんでし

たか。 

○村 澤 

 こども・ 

 青少年 

 課 長 

  現在のところ、特に意見はいただいておりません。 

市Ｐ連については、９月２５日の会議でご説明をしたいと考えており

ます。その際にご意見をいただくかもしれませんので、それを十分踏ま

えて運営をしていきたいと思います。 

○篠 田 

 委 員 

  分りました。よろしくお願いいたします。 

○青 蔭 

 委員長 

  よろしいでしょうか。 

 続きまして、こども体験事業宿泊研修につきまして、村澤こども・青

少年課長。 

○村 澤 

 こども・ 

  今年度のこども体験事業は、東日本大震災の被災地である岩手県陸前

高田市で現地研修を行い、その後、事後研修や報告などを行う予定です
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 青少年 

 課 長 

が、現地の研修を８月７日から９日の２泊３日で行いましたので、その

報告をさせていただきます。 

 参加者については３０人の定員に対し、５６人の応募がありました。

期限を６月末として募集をかけましたが、最初は非常に出足が遅くて、

３０人集まるのか心配しました。いろいろな団体に声をかけるなどして

最終的には５６人の応募があり、その中から抽選で３０人を決定しまし

た。 

 現地研修には市職員とともに、二十歳の前後の青年による実行委員５

人も随行者として参加して、現地での運営を行いました。 

 ３日間の行程と研修の内容は資料をご覧いただきたいと思います。研

修では、陸前高田市長から講話をいただきました。 

 子供たちから寄せられた感想ですが、「人を助けたり、元気にさせた

りするのにはどうすればよいのかを考えられる人になりたい。数年後の

社会の中心になるのは私たちだから、これを機に災害についてしっかり

意識すべきだと思った」や、「自然災害の怖さや復興の現状、未だに仮

設住宅に住んで、大切な人を亡くした辛さを乗り越えて、前向きに暮ら

している人々がいることを、家族や友達に伝えたい」などがあり、研修

の成果が得られたと考えております。 

今回の研修については、１１月２２日の青少年健全育成大会で報告・

発表をする予定です。 

○青 蔭 

 委員長 

  質疑、ご意見等はございますか。 

○鈴 木 

 委 員 

  少年洋上体験の廃止に伴い、今年度はこのような形で行ったと思いま

すが、来年度はどのように考えているのでしょうか。 

○村 澤 

 こども・ 

 青少年 

 課 長 

  単年度で終わらせるのではなく、何年か実施したいと考えています

が、今回の形については、先方の状況も考慮しなければなりませんの

で、そういったことを含めて検討していきたいと考えております。 

○小 山 

 こども 

  補足ですが、こども体験事業については、決して被災地体験だけを目

的としたものではございません。いろいろな場面での子どもの体験学習
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 部 長 を考えていきたいと思っています。その中で、今年度については被災地

体験を選んだと理解していただきたいと思います。 

○鈴 木 

 委 員 

  分りました。 

○篠 田 

 委 員 

  子供たちにとって、とても心に残るものだと思いますので、５６人の

応募があって、３０人しか参加できなかったことが残念です。なるべく

応募者の希望に応えられるように、検討してほしいと思います。 

○青 蔭 

 委員長 

  よろしいでしょうか。 

他に何かございますか。 

 委員の方から、他に何かございますか。 

 特にないようですので、９月の会議の日程をお知らせします。 

 ９月定例会は、９月２９日月曜日の午前１０時からを予定しておりま

す。 

 続いて、先ほど日程を変更いたしました日程第５（報告第２号）でご

ざいますが、非公開とすべき人事案件として、審議を非公開といたしま

すが、ご異議ございませんでしょうか。 

      （「異議なし」の声） 

○青 蔭 

 委員長 

  異議なしということでございますが、日程第５（報告第２号）を非公

開といたします。 

 関係者以外の退室をお願い申し上げます。なお、関係者として、教育

総務課長を指定いたします。 

 それでは、暫時休憩といたします。 

   

◎休憩 

 

  （非公開の審議） 

   

◎閉会 

 

○青 蔭   以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 
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 委員長 

  閉会 午前１２時３０分 

 

 


